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資　　料

おとなの「学び」の分析
－看護教員養成講習会受講生の経験した学びから－

原田広枝 1）、山本千恵子 1）、宮薗真美 1）、前野有佳里 1）

Analysis of Adult Learning 
－ From that nursing teacher training course participant experienced －

Hiroe Harada, Chieko Yamamoto, Miyazono Mami, Maeno Yukari
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１）九州大学医学部保健学科看護学専攻

目 的

本研究の目的は、看護教員養成講習会（以後講
習会と略）に参加した受講生が経験する「最も印
象深い状況や出来事における学び」を明らかにし
て、受講生の講習会における学びの特性を考察す
ることにある。
看護教員をめざして講習会に参加してくる受
講生たちは、看護師、助産師、保健師として5年
以上の勤務経験（大学卒業者に関しては3年以上）
をもつ1）。年齢的には20歳代から50歳と幅広く、
おとなの学習者として註１）、多様な自分自身の前
提（確立されたその人なりの価値体系や信念、文
化や規範、予測や期待等2））や価値観を有してい
ると考えられる。さらに、受講生の多くは既に看
護教員や実習指導者として教育経験を持つ。この
ような背景を有する受講生が講習会でどのような
学びを獲得しているのか、それを明らかにするこ
とは看護教員の成長発達を支援する一助となる。
看護教員養成施設は現在全国に22箇所あり、年

間教員養成者数は概略1100名ほどである3）。講習期
間は8カ月から1年で、看護教育に携わる者に対して
必要な知識、技術を修得させ、もって看護教育の
内容の充実向上を図ることを目的にしている1）。講

習会に関する先行研究では、受講生の自己変革を
求めた講習会の意義やカリキュラムの検討4）～6）、効
果的な運営を図るための環境の設定7）8）、受講生の
学習要求や修了生の研修内容に対する認識の変化
や学習成果に関しての報告が見られる9）～11）。しかし、
受講生の最も印象深い学びの経験を明らかにした
文献は少ない。
本研究の成果は、受講生個々が自己の学びの特
性を客観的に捉えて、自己主導的な学習者の成長
を支援するだけでなく、講習会における学習環境
や学習プログラムの検討に寄与すると考えられ
る。

研究方法

１．研究対象、研究時期、質問紙の構成と分析方

法

筆者が講義の一部を担当している平成17年Ａ県
講習会受講生43名が研究対象である。
初回の講義で受講生に、ある看護学生の実習レ
ポートを読ませ、実習でどのような学びを経験し
たと考えられるかグループ討議を実施した。その
後に、受講生に質問紙を配布し回収した。質問紙
の内容は、受講生が体験した「最も印象深い状況
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や出来事における学び」に関する自由記述と受講
生の年齢、性別、臨床経験年数、教育経験年数で
ある。学びの自由記述は、時期や場所、出来事を
問わないこととした。本稿ではこのうち講習会の
学びを記述した者のみを分析の対象にした。
調査の時期は2005年9月で、講習会開始後4ヶ月
経過している。
学びの内容の分析手順は、一場面もしくは一状
況を一文脈とし、分析単位をセンテンスと定め、
すべてのセンテンスをデータとした。1名で2～3

の文脈を記述した者のデータもすべて対象にし
た。個々のセンテンスを表現・意味内容の類似性
と異質性に基づき分類、命名し、分類カテゴリを
抽出した。分類・命名は看護教育の研究者2名の
合議によって行った。

２．倫理的な配慮

研究の趣旨やプライバシー擁護の方法及び、拒
否しても評価には関係しないことを説明した上で
書面により研究協力の依頼をした。質問紙は無記
名とし、データは統計的に処理して個人名が同定
されることはないことを文書で示して同意を得
た。なお、筆者の講義担当分野は評定不要であり、
このことはシラバス等で明示されている。

３．用語の規定

おとなの学びとは思考、価値観、態度の変化に
つながるおとなの一連の活動もしくは経験である
12）。経験とは主体としての人間がかかわった過去
の事実を主体の側から見た内容であり、個々の主
観の中に直接的に見出される意識内容や意識過程
である13）。

結　果

１．分析対象者の背景

対象者は同意を得られた37名のうち講習会の
学びを記述した15名である。即ち、受講生の15名
（40.5%）は過去の最も印象に残った学びの状況や
出来事を講習会とした。性別では男性1名（6.7%）、
女性14名（93.3%）であった。年齢は20代1名、30

代9名、40代5名で平均年齢は、35.9歳（SD=5.1）、
最年少者29才、最年長者45才であった。臨床看護
師としての経験年数は平均11.8年（SD=4.3）、最
も短い者で6年、長い者で20年であった。看護教
員としての経験年数は1.0年（SD=1.1）、未経験者
2名、長い者で4年であった（表１）。受講生全体
では臨床経験年数は12.8年、教員経験年数は1.7

年であった。

表1．対象者の属性 （n=15）

項　目 回答（人） ％
性別 女性 14 93.3

男性 1 6.7

年齢 20歳代 1 6.7

（平均35.9才） 30歳代 9 60.0

40歳代 5 33.3

臨床経験年数 5年以上～10年未満 6 40.0

（平均11.8年） 10年以上～15年未満 5 33.3

15年以上～20年未満 3 20.0

20年以上～ 1 6.7

教育経験年数 0年 4 26.7

（平均1.0年） 1年未満 3 20.0

1年以上～2年未満 5 33.3

2年以上～3年未満 2 13.3

3年以上～ 1 6.7
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２．学びの内容

受講生15名から得られた学びのセンテンスの総
数は27であった。これらのセンテンスから13のサ
ブカテゴリ、5つの上位カテゴリが形成された（表
2）。上位カテゴリは次の5つである。

《Ⅰ学習の意味》
《Ⅱ自己認知》
《Ⅲ学習方法》
《Ⅳコミュニケーション》
《Ⅴ学習ストレス》

表2．看護教員養成講習会で受講生が経験した講習会の学びを表す概念

センテンス 下位カテゴリー 上位カテゴリー

1
看護とは何かについて看護実践の場でわからなかったこと
が講習会に参加してわかった ①看護の意味の理解

Ⅰ．学習の意味
2
学びとは新たな世界を発見する生き生きとした行為であ
り、それが自己成長につながるもの ②新たな意味の発見

3 相手を自分の価値観のものさしでみていたことに気づいた

③自己の認知傾向

Ⅱ．自己認知

4
自分の尺度で人の行動を考えてしまう傾向があることに気
づいた

5 自分の知識のなさ、深さ、考えがないことに気づいた

6 相手も自分と同じ思いだろうと思いこむところが間違い

7 グループワークで自己を肯定的に認知するようになった ④自己の肯定的な認知

8
授業や受講生との対話から自分をふりかえり、さらに新た
な刺激をもらい自己の視野の拡大を感じた ⑤自己の視野の拡大

9
この研修で今までやったこともないくらい考えたことで学
びをえた

⑥学び方の学習

Ⅲ．学習方法

10
看護理論を読み論文を書いたことで臨床でつまずいていた
ことが解明できた

11
経験したことを振り返りながら学習できたので、頭という
よりこころでわかった

12 学習が楽しいということが動機づけとなる

⑦学びの要件

13 講習会に参加して楽しく学習している

14
「学習」と「教育」にはある程度主体性が伴なわないと成立
しないとわかった

15 最後まであきらめずに課題を達成することができた

16
現実的に自分がやらなければ困る相手がいるとか、必要な
ことが何か自分で自覚している時に学ぼうとする意欲がわ
く

17 悩むことが成長につながる

18 相手を理解するためには相手に対する関心や興味が必要

19
内発的動機づけがああれば学習に対する姿勢態度が変化す
る

20 すべては相互作用の上に成り立つ ⑧相互作用

Ⅳ．コミュニケーション
21 グループダイナミクスのすばらしさを学んだ ⑨グループダイナミクス

22
相手を理解するためには互いの考えを確認しあうことが重
要である ⑩確認

23 他者理解と他者を認める必要性 ⑪他者理解

24 危機における自己の心身相関の状態を身をもって体験した

⑫ストレス反応を覚知
Ⅴ．学習ストレス

25 人間の最大の欲求は逃避

26
コミュニケーション障害によってフラストレーションや鬱
傾向におちいる

27 教員に論文の書き方を制限されたことで、達成感がない ⑬葛藤・ジレンマ
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 受講生は講習会に参加することで〈①看護の
意味〉や〈②新たな世界の発見〉をし、《Ⅰ学び
の意味》を見いだしている。
また、講習の過程で自己の知識や判断の傾向な
ど〈③自己の認知傾向〉に気づいている。さらに、
グループワークや授業、同僚との対話から〈④自
己の肯定的な認知〉や〈⑤自己の視野の拡大〉が
見られ、《Ⅱ自己認知》が進展している。
受講生の学びの記述が多いのは《Ⅲ学習方法》
である。即ち、今までになく考えたり、本を読ん
だり、論文を書いたり、経験を振り返ることで学
びを深めている。これらは生涯にわたる〈⑥学び
方の学習〉である。くわえて、学習の楽しさや主
体性、忍耐力、課題意識、興味関心や動機づけな
どの〈⑦学びの要件〉の重要性を学習過程におい
て認知している。
講習会の学びは《Ⅳコミュニケーション》の学び

でもある。受講生はフォーマルやインフォーマルな
時間の中で同僚との〈⑧相互作用〉や〈⑨グルー
プダイナミクス〉を学んでいる。さらに、相手を理
解するには互いの考えや違いを認めることや〈⑪他
者理解〉および、相互の意思を〈⑩確認〉して正
確に伝達する必要があることを認識している。
一方、講習会は受講生にとって《Ⅴ学習ストレ

ス》を認知する場にもなっている。学習課題に取
り組むことでフラストレーションやうつ傾向、身
体反応など〈⑫ストレス反応を覚知〉している。
また、指導者との行き違いは〈⑬葛藤・ジレンマ〉
をもたらしている。これらの学びが、受講生の記
述から明らかになった。

考　察

１．講習会の学びの特性

本研究の結果、受講生は講習会で5カテゴリの学
びを経験している現状が明らかになった。受講生
は教員、あるいは看護職者としての《Ⅰ学びの意味》
を形成している。学習はその人にとっての意味の発
見、あるいは主体における意味形成といえる14）。こ
の学びの意味の形成は看護教員あるいは看護の学
究者としての意味の形成であり、講習会での学び

は受講生を看護教員に導くものである。
学習にはいつも自己がかかわっている。受講生
が自分についてもっている認識＝《Ⅱ自己認知》
は、受講生の経験の意味を規定する。事象を偏っ
たものさしや価値観で見る傾向に気づいた受講生
は、ものの見方・考え方が客観的で多様になると
期待される。世界の広さや多用さに気づき、視野
を拡大した受講生は、その見方を看護教育に活
用することが可能であろう。さらに他者の支援に
よって自己を肯定的に捉えられるようになった受
講生は、看護学生の自己肯定的な認識の意味を理
解しやすいと考えられる。講習会での参加型学習
のプログラムは、他者との関係や過去の経験の振
り返りを促進し、自己の前提や価値観、パターン
化した認知傾向を明らかにすることを示唆してい
る。自己の認識や解釈の傾向を自覚的に見ること
が、教育的な事象や教員役割としての見方の転換
を可能にすると考えられる。
高度情報社会や生涯学習社会にあって受講生が
学ぶべき最重要な課題は、〈⑥学び方の学習〉で
あり《Ⅲ学習方法》の理解である。生涯にわたる
学習者を育成するには学習方略のみでなく学び方
を意識的に教授する必要がある。書くことや話す
こと、考えることは自己の振り返りを促進し、自
分の考え方や価値観、前提に気づくことができる。
即ち、振り返りを容易にすることは自己の意識変
容を促すことであり、意識を変容していくことは
受講生の知識の創造につながる。一方、〈⑦学び
の要件〉には学習の楽しさ、興味関心、内発的動
機づけ、あきらめないこと、主体性、悩むことな
ど多数のキーワードが記述された。受講生は自己
の講習会での学び体験を通じて改めて、学びには
外的に付与された条件ではなく内的な条件が強く
関与することを実感している。これらの要件の知
覚は、学生参加型の教授学習方法の重要性に気づ
く機会になると考えられる。
《Ⅳコミュニケーション》は人間関係の基盤で
あり、教授学習の成立要件である。講習会の学び
は他者や事象との関係の中に学びがある。関係性
を豊に、密接なものにするには何より他者理解や
正確な伝達、そして信頼関係に基づいた相互作用



─ 89─
原田広枝、山本千恵子、宮薗真美、前野有佳里

が重要である。コミュニケーションの知覚は、看
護教員として教授学習過程や教師学生関係および
教員間、実習組織間における関係形成に寄与する
であろう。
受講生は、学習課題の遂行や、グループディス
カッション等による学習過程において身体反応を
伴う強い《Ⅴ学習ストレス》を知覚している。藤
岡は、「教師の力量（職能）」とはこれまでの人生
において取り組んできたさまざまな文化的・心理
的な制約（メジローは世界を認識するその人独自
の枠組みを「意味パースペクティブ」と呼ぶ）か
ら自らを解放することで、はじめて教師であるこ
との自律性を獲得すると述べている。そして教師
の職能の獲得は、この「意味パースペクティブ」
を問い、「意味パースペクティブ」を再構成する
教師の学びの過程を前提とすることから、過程自
体が教師にとっての危機を意味するとも述べてい
る15）。受講生の多くは現在教員として教職に就い
ており、講習会は看護教員の力量形成の場である。
そして、そこでの新たな人間関係や学習課題は受
講生にとって脅威であり、ジレンマを伴う。今回
の受講生の記述にも学習課題や教育方法を端緒と
した「人生最大の危機」や、「鬱状態」などの身
体反応をもたらしていた。受講生は看護教員とし
て人びとの健康や学生の成長を支援する者であ
り、その教育者自身が教員としての学びの過程で
危機を経験し、その後に否定的な感情を残すだけ
ではよいはずがない。一方、講習会での自己の学
びや他の受講生に支えられ、受講生とともに学ぶ
ことによって教師としての成長を記述した者もみ
られる〈センテンス1,2,7,8,10,14,17,18）。葛藤
は新たな学びの機会であり、学習にとって必要で
あることも多い。したがって、学習課題は受講生
のレディネスや力量に合致しているか、学習過程
のサポートは十分か、葛藤を経験した者のその後
のフォローはどうかを評価していくことが重要で
ある。また、講習会には本人の意思ではなく上司
の命令で受講する者もいる。ストレス反応と受講
生の学習動機との関連も今後の研究課題である。

２．講習会の有効性

受講生の40%強の者は、最も印象に残った学び
の状況や出来事を講習会としていた。そして、彼
らは講習会の参加者の中で平均教員経験年数が短
い者であった。つまり、講習会は看護教員として
の実践が未経験の者や短い者にとって、生涯にお
いて最も印象深い学びの機会であった。このこと
は、講習会が本来的な学習目的である教師教育の
学びの場として有効に機能していることを意味し
ており、看護教育の質は、養成所の看護教員が早
期に講習会に参加して看護教育に従事することで
向上が期待される。看護師等養成所における看護
教員の条件は講習会を修了することが制度的に求
められている16）。それにもかかわらず徹底されて
いない。本講習課程にも教員歴が10年を超えて参
加した者がみられる。できるだけ早期に参加する
ように教員及び養成所管理者の意識改革や行政指
導が求められる。
講習会に関しては「看護教員養成講習会実施要
領」として厚生労働省健康政策局長から各都道府
県知事に発令されている。教育内容は標準として
講習科目が提示されている。そこでは、専門分野
として看護学の教授、学習活動に関する理論を学
ぶだけでなく、教育の原理を系統的に学ぶ教育分
野や、看護教員として必要な基礎的知識を学ぶ基
礎分野および、関連分野の教育内容が示されて
いる1）。Ａ県では、看護の専門分野や教育分野だ
けでなく、関連分野に討議法やエンカウンターグ
ループの科目を設定し、グループ討議や自己洞察、
人間関係の学びを強化している。また、学習科目
を効果的に配置することで本研究の結果に示され
た受講生の学びを引き出していると考えられる。
書くことやグループワークおよび、考えること等
参加型の学習が年々増加していると講習会担当者
も言及している。これらの学習方略が受講生の学
びに影響していると推測される。

３．おとなの学習者としての講習会の学び

表３はノウルズ（Knowles,M.S.）のアンドラ
ゴジー（andragogy）が前提とする成人学習の特
性をもとに考案註2）したおとなの学習者の特徴と
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受講生の学びの記述を対比したものである。受講
生の学びは、おとなの学習者の特徴を示している。
即ち、講習会は、受講生におとなの学びを導き出
し、おとなの学習者としての成長を形成する一助
になると考えられる。それは、講習会の参加者が
次のような社会的背景や期待を持つからだと考え
られる。①他者への依存的なパーソナリティーか
ら、自己主導性をもった自己概念への成長が期待
されている。②教授学習に関する担当者として学
習へのレディネスが高まっている。③看護師とし
て最低でも５年の勤務経験は講習会での学習の豊
かな資源であり、学習の意味を見いだしやすくす
る。④多くの受講生は看護師等養成所の教員であ
り、教員としての役割が果たせるように成長が期
待されている。⑤受講生は、教科担当者として現
実的な課題を持ち、その成果は講習会終了後に即
応して求められる。
自己主導性は成人学習の到達目標であり、その
獲得は容易ではない。しかし、講習会における学
びは自己主導型の人間の学びにつながることを示
すと考えられる。自己主導的型の学習では、自己
の経験を意識化するための自己省察が必要であり
17）、それは、過去の看護体験を振り返り、講習会
での学びと統合することで進展する。さらに、書
くことや話すこと、考えることは自己の振り返り
を促進し、自分の考え方や価値観、前提に気づく。
即ち、振り返りは自己の意識変容を促す有効な方
法であり、意識を変容していくことは受講生の知
識の創造につながる。

本研究は、①Ａ県主催の講習会を受講した者を
対象としたものであり、参加者は九州管内に限局
されていることやデータ数が少なく、研究結果の

一般化には限界がある。②質問紙調査の記入前に
行った学習や、研究者が講習会の講師を行ってい
ることがバイアスとなっている可能性がある。

まとめ

１．Ａ県講習会受講生が経験した最も印象深い学
びの記述のうち、講習会の学びの記述を内容分
析した結果、講習による学びを示すカテゴリ（上
位カテゴリ5つ、下位カテゴリ13）の抽出がで
きた。これらのカテゴリから、講習会の学びの
特性は《Ⅰ学習の意味》《Ⅱ自己認知》《Ⅲ学習
方法》《Ⅳコミュニケーション》《Ⅴ学習ストレ
ス》であることが明らかになった。

２．受講生の40%強の者が最も印象に残った学び
の場面を講習会としていた。看護教員経験が未
経験の者や短い者にとって、講習会は教師教育
機関としての豊かな学びをもたらしていた。

３．受講生の学びの記述にはおとなの学習者の特
徴が見られた。講習会は、受講生におとなの学
びを導き出し、おとなの学習者としての成長を
形成する一助になる可能性が示唆された。

註１）成人教育学者であるクラントン（Clanton, 

P.）は成人を、年齢に関係づけることなく社
会的な意味で自立しているとか成長した状態
にある人と定義し、成人学習者を自己主導的な
存在をめざして学んでいる人とした。（Patricia 

Cranton：Working with adult learners，入江直子
他訳，鳳書房，p.5，2002.）専門職養成の受講
生は自己主導的な存在をめざしていると考えら
れる。従って、ここでは専門職養成の対象者は
成人学習者（おとなの学習者）と考える。わが

表3．ノウルズの成人学習者の特徴と講習会における学びの記述との対比

受講生の学びの記述（センテンス番号）
①自己主導性の高まり ３,　４,　５,　６,　７,　８,　14

②学習資源としての経験の蓄積 １,　10,　11

③社会的課題と結びついた発達課題 15,　16

④知識の即応性の要求と問題中心の学習志向 18,　24

⑤内発的動機づけ 12,　13,　18,　19
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国では成人は年齢と関係づけて考えられること
が多く、クラントンの意味では「おとな」が用
語として適切と考えられる。従って、通常は本
来の成人を意味するおとなを用い、文脈によっ
ては成人を用いる。

註２）前川幸子（藤岡完治，堀喜久子，看護教育
の方法，医学書院， pp.27－30，2002.）による
ノウルズの成人学習の特徴と渡邊洋子（渡邊洋
子：生涯学習時代の成人教育学，明石書店，
pp.150－160，2002.）の成人学習の諸前提をも
とに成人学習の特徴を作成した。
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